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―――――――――――――――――――――――――――――――――――
１．日EU・EPAに基づく地理的表示（GI）産品の追加保護について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　12月22日、日EU・EPAに基づき、日本とEUで相互に保護する地理的表示の
産品に日本側６産品が追加されました。これにより2023年には、日本側合計
13産品、EU側15産品のGIが、日EU間で相互に保護されたことになります。

EUで新たに保護される日本側産品は以下のとおりです。 　
※主な名称、主な産地のみを記載しています。 　

●　はかた地どり（福岡県）

●　阿波尾鶏（徳島県）

●　十勝ラクレット（北海道）

●　徳島すだち（徳島県）

●　深蒸し菊川茶・菊川深蒸し茶（静岡県）

●　行方かんしょ（茨城県）

（日EU・EPAに基づくGI相互保護について）
　2019年２月１日に発効した日EU・EPA（日EU経済連携協定）では、協定発効後
に相互保護産品を追加することが可能となっており、現在日本側108産品、EU側
121産品の農産品がGI相互保護の対象となっております。
　保護が開始されることにより、EU域内で不正使用が発見された場合または
要請があった場合には、相手国（EU）において当局が取締りを行うことが可能
となります。保護された産品については、模倣品対策という観点から、EUへの
輸出がより円滑になり、これら産品の輸出の後押しにもなるものと考えています。 
　既にEUにおいて保護されているGIにつきましては、このチャンスを最大限
活用いただき、EU域内への輸出拡大に積極的に取り組んでいただければと思い
ます。

※現在、日本ではEU以外に英国との間でGIの相互保護が行われております。
海外における日本のGI保護の詳細については、こちらをご覧くさい。
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/protection_abroad/index.html



―――――――――――――――――――――――――――――――――――
２．食品表示に係る注意事項と「地理的表示等の不正表示通報窓口」について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　農林水産省では、このたび食品表示に関する注意喚起を目的に、「見過ごさ
れがちな表示ルール」として、地理的表示（GI）を含む４つの食品表示に関す
る制度について説明したリーフレットを作成しました。（以下URL参照）
https://www.maff.go.jp/j/syouan/attach/pdf/kanshitoppage_1205.pdf

　GIを含め、食品表示法以外の農林水産省が所管する表示ルールについては、
事業者の知識不足による誤表示の事例が散見されているため、今一度ご注意
いただくようお願いします。特に、年末年始でGI産品を含めて食品の売買が
増える時期かと思います。
　スーパーマーケット、小売店の方は改めてご注意をお願いします。

　GI法では、「GI産品の名称・それに類似した名称・それと誤認させるおそ
れのある名称をGI産品以外に使用すること」や「GI産品以外にGIマーク
を使用すること」は禁止されています。産品そのものだけでなく、その広告や、
レストランのメニューも規制の対象です。これに違反すると「GI法なんて知
らなかった」、「悪意なくうっかり規制されている名称を使ってしまった」
という場合であっても取締り対象となってしまうのでお気を付けください。
（例えば、GI産品の夕張メロンではないメロンに、「夕張メロン」や「夕
張風メロン」といった名称を表示して販売した場合、GI法違反にあた
ります。）

　農林水産省では、国内の地理的表示（GI）やGIマークの不正使用について、
「地理的表示等の不正表示通報窓口」において情報を受け付け、必要に応じ
て立入検査を実施し、不正使用を確認した場合は事業者への処分等の必要な
対応を行っています。
　GIに関する不正使用と思われる表示を発見した方は、以下の「地理的表示
等の不正表示通報窓口」へ情報提供をお願いします。
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/gi_mark/contact.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
３．「GI（地理的表示）×ツーリズム　シンポジウムin八代
　　　～世界と戦う！！八代GI～」開催のご案内
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　この度、日本地理的表示協議会（JGIC）では、GIを通した地域のツーリズム
の可能性を広げる活動を促進することを目的に「GI×ツーリズム　シンポジウム
 in 八代　～世界と戦う!! 八代GI～」と題したシンポジウムを開催いたします。

ハイブリッド開催ですので、全国からのご参加が可能です。
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

■日時：2024年1月15日（月）13：30-15：30
■開催形式：会場およびオンライン (Zoom配信) のハイブリッド形式
　※Zoom配信用のURLは後日共有いたします。
■会場：八代市役所　1階　多目的ホール
　https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji003218/index.html

■プログラム
＜第1部＞
・地域一体型ガストロノミーツーリズムの取り組みについて
・最近のGIをめぐる動き（農林水産省より）
・八代のGI商品紹介
・全国で展開しているGIを活用したツーリズムの紹介



＜第2部＞
・パネルディスカッション
　ファシリテーター：東京大学大学院　教授　香坂　玲氏
　パネラー：八代市（調整中）
　　　　　　八代地域農業協同組合　代表理事組合長　山住　昭二氏
　　　　　　八代市商工会　副会長　堺　優一氏
　　　　　　農林水産省（調整中）
■詳細・お申込：
　https://www.jgic.jp/jgic-test/news/240115yatsushiro.html

■申込締切：2024年1月12日（金）
　※来場参加のみ先着順で定員100名です。

■お問い合わせ
（主催）日本地理的表示協議会（一般社団法人食品需給研究センター）
　　TEL : 03-5567-1991、FAX　03-5567-1960
　　E-mail : jgic-info*jgic.jp（*を@マークに置き換えてください）　 
　　担当：米澤、江端

【GI×ツーリズムシンポジウムin八代事務局 (DMOやつしろ内)】
　　TEL : 0965-31-8200
　　E-mail : kazu.dmo.8246*gmail.com（*を@マークに置き換えてください）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（編集後記）来年も素晴らしい年になりますように
　GIの業務を担当するようになって、まもなく一ヶ月になる職員です。
スーパーやお土産店に行くと、真っ赤なGIマークをつけた商品がよく視界に
入ってくるようになりました。

GIマークを見ると、家族や周辺の方々にGIマークのことを話したくなりますし、
その商品のことをもっと知りたくなります。
GIマークのことを知っていると、
普段は節約志向であまり高いものに興味のない私の価格の許容度も柔軟になって
くる気がします。

GIマークのことをたくさんの知ってもらって、
多くの方に同じ気持ちになってもらえるよう、今後仕事に取り組んでいこうと
思います。
それでは、来年も素晴らしい年になりますよう、心よりお祈り申し上げます。（K）

※編集後記は地理的表示（GI）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、
農林水産省の見解を示すものではありません。
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[地理的表示メールマガジン]
　発行：農林水産省輸出・国際局知的財産課
　住所：〒１００－８９５０　東京都千代田区霞が関１－２－１
　電話番号：０３－３５０２－８１１１（内線４２８４）
　FAX：０３－３５０２－５３０１
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/mailmag/index.html



　メールアドレスの変更、メールマガジンの配信登録、配信停止はこちら
　https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html
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